
（１）１９９８年（平成１０年）１月２４日（土曜日）

午
前
十
時
か
ら
村
入
り
口
前
の
ロ
ー

タ
リ
ー
で
開
村
式
。
笹
原
正
三
村
長
や

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
長
野
冬
季
五
輪

組
織
委
員
会
（
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｃ
）
職
員
ら
約

四
百
人
が
出
席
し
、
笹
原
村
長
は
「
三

十
三
日
間
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
、
選
手
を
家
族
の
一
員

の
よ
う
に
迎
え
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
森
田
健
作
文
部
政
務
次
官
や
日
本

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の

古
橋
広
之
進
会
長
ら
も
、
若
者
が
交
流

を
深
め
相
互
理
解
を
、
と
訴
え
た
。

続
い
て
近
衛
名
誉
村
長
が
開
村
宣

言
。
五
輪
旗
と
日
の
丸
、
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｃ
エ

ン
ブ
レ
ム
旗
が
は
た
め
く
下
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、
約
七
十
の
国
・
地
域
か
ら
選

手
、
役
員
が
集
う
三
十
三
日
間
の
「
小

さ
な
地
球
」
が
幕
を
開
け
た
。

選
手
村
に
は
さ
っ
そ
く
米
領
バ
ー
ジ

ン
諸
島
や
台
湾
の
リ
ュ
ー
ジ
ュ
選
手
ら

が
入
村
。
初
日
に
十
二
の
各
国
・
地
域

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｎ
Ｏ
Ｃ
）
の

選
手
・
役
員
計
七
十
四
人
が
入
る
予
定

だ
。

◇

二
十
四
日
は
各
国
報
道
陣
の
取
材
拠

点
に
な
る
メ
ー
ン
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

（
Ｍ
Ｐ
Ｃ
、
長
野
市
）、
国
際
放
送
セ
ン

タ
ー
（
Ｉ
Ｂ
Ｃ
、
同
）
も
オ
ー
プ
ン
。

北
安
曇
郡
白
馬
村
の
八
方
尾
根
ス
キ
ー

場
に
五
輪
用
の
練
習
バ
ー
ン
が
開
設
さ

れ
た
ほ
か
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
と

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
の
会
場
、
ホ
ワ
イ

ト
リ
ン
グ
（
長
野
市
）
で
本
番
に
備
え

て
出
場
選
手
の
練
習
も
始
ま
る
。

選
手
団
の
来
日
は
二
十
七
日
か
ら
一

日
当
た
り
百
人
以
上
と
増
え
始
め
、
ピ

ー
ク
と
な
る
二
月
一
日
に
は
、
約
五
百

七
十
人
が
成
田
、
関
西
国
際
、
名
古
屋

の
三
指
定
国
際
空
港
か
ら
入
国
す
る
。
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五輪選手村オープン

五輪期間中、随時発行します

信濃毎日新聞社は、２月７日から始まる長野冬季五輪期
間中、最先端の高速デジタル印刷により、１面日本語、２
面英語のカラー速報を毎日、随時発行します。また、紙面
はそのままインターネットで世界に発信します。

http://www.shinmai.co.jp/olympic/

期
間
中
選
手
ら
3300
人
が
宿
泊
、交
流
へ

世
界
各
国
・
地
域
の
選
手
た
ち
が
集
う
長
野
五
輪
の
選
手
村
が
二
十
四
日

午
前
、
長
野
市
川
中
島
町
今
井
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
二
十
世
紀
最
後
の
冬
季

大
会
、
長
野
五
輪
の
期
間
中
、
約
三
千
三
百
人
が
宿
泊
、
国
境
の
壁
を
超
え

た
交
流
を
繰
り
広
げ
る
。

テープカットで開村した五輪選手村（長野市川中島今井）


